
【感染症発生動向調査事業から】 
  
     

  

 

 
  

   

 

 

  

                                                                 

   

  

  

  
   

     

      
    

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

感染性胃腸炎発生状況

令和5年
令和6年
令和7年

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

10

20

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人
（
定
点
当
た
り
）

週

新型コロナウイルス感染症発生状況
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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麻しんは、麻しんウイルスを原因とする急性感染症で、感染すると発熱や咳、
鼻汁、発しん等の症状を呈します。国内では麻しんは排除状態にありますが、
今年は３月以降、全国で輸入例及び輸入例を発端とした患者の発生が相次いで
おり、神奈川県内では第２５週までに２６件の報告がありました。 

麻しんウイルスは感染力が非常に強く、患者と同じ公共交通機関を利用する
ことで感染する場合もあります。免疫のな 
い人が感染するとほぼ１００％発症し、重 
症化すると死亡することもあります。予防 
するためにはワクチン接種が有効ですが、 
十分な免疫を獲得するためには２回の接種 
が必要です。お子さんの定期予防接種歴を 
確認し、確実に２回の接種を受けましょう。 
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今、何の病気が流行しているか！  

第２６週報告数第１位 全国で麻しんの報告数が増加しています！ 

令和７年６月２３日（月）～令和７年６月２９日（日）〔令和７年第２６週〕の感染症発生状況 

第２６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．５４人と前週（４．５１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．０３人と前週（２．６８人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は１．４９人と前週（０．９７人）から増加しました。 

第２６週報告数第３位 

第２６週報告数第２位 
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【感染経路】 
 空気感染、飛沫感染、接触感染  
【潜伏期間】 
７～１８日間（最長２１日間程度）  

【主な症状】 
 発熱、発しん、咳、鼻汁、結膜充血など 

【予防方法】 
麻しん含有ワクチン（MR ワクチン等）の接種 

感染力が 
特に強い 

発熱 発しん 解熱 解熱 
３日後 

麻しんとは？ 

【感染可能期間】 

発症 治癒 

発熱 
１日前 

周囲への感染可能期間 

国内における麻しんの累積報告数の推移 
－令和２年第１週～令和７年第２５週－ 


